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ドゥラ(bsDus grwa)書 の 系 譜

小 野 田 俊 蔵

西蔵仏教 ゲル ク(dGe lugs)派 の大学問寺 では, 初 等教育 の期間 にそ の学 習課

題 として 「ドゥラ(bsDus grwa)」 と称 され る ところのいわ ゆる存在論 ・認識論。

論理学の基礎を纒めた ものが 学習 され る よ うに 計画 され ている。 一 般 に, そ の

「ドゥラ」 と称 される基礎学を西蔵で最初 に創 設 したのはチ ヤパ ・チ ューキセ ソ

ゲPhya pa Chos kyi seng ge(1109-1169)で あ る と伝 承され ている。 それ では、

如何なる経緯を経て 「ドゥラ」の学習が ゲル ク派 の大学問寺 の教育課程 に導 入さ

れてい ったのであろ うか。

 チ ャパが活躍 したのはサ ソプ ・ネ ゥ トクgSang Phu sNe'u tho僧 院 とい うカ

ーダム派 の伝統 に連 なる僧院であ った。 但 しこの僧院は古い時代か らサキ ャ派 と

も強い繋が りを持 ち, また後代 にはゲル ク派 とサキ ャ派 との合同の学 問寺 として

特異 な存在意義 を持つ僧院 となる。もともとこの僧院はアテ ィーシ ャAtia(982-

1054)の 弟 子 の ゴク ・レクペ ーシェーラプrNgog Legs pa'i shes rabカ ミ開基 し

た僧院であ って, チ ャパは この僧院の第六代 目の座 主を勤 めた人物 なのであ る1)。

彼 は因明論書の要点を纒めた"Tshad ma'i bsdus pa yid kyi mun se1"な る書

を著 した と伝 え られてい るが, これが 「ドゥラ」の学習の起源 と見 なされ てい る

ものであ る。 この書物は残念なが ら現存が確認 され ていない。 この書物 の内容を

十八世紀 に活躍 した ゲル ク派の学僧 ロソ ドル ラーマ・ガ ワソ ロ プサ ンKlong rdo

bla ma Ngag dbang blo bzang(1719-1794095)が 伝 える ところに よれ ば, 合 計

十八の課題がそ こに含め られ ていた よ うだ2)。 その十八 の課題 の殆 どは, 後 代 の

ドゥラ書の課題名 と一 致す る。 チ ャパが創始 した 「ドゥラ」 の流儀 の最大 の特色

は, 口頭に よる問答を使 った学習法 に よって初学者がそ の後 の学習で要求 され る

高度な哲学的思弁に耐え得る思 考力 を 自然 に養成 し得 る ように計画 され てい る点

にあ った よ うだ。

ロソ ドル ・ラマが紹介す るチ ャパに よる ドゥラの課題名 をここで書 き出してお

こ う。

(a) kha dog dkar dmar (b) rdzas chos ldog chos (c) 'gal dang mi 'gal

(d) spyi dang bye brag (e) 'brel Bang ma 'brel (f) tha dad Chad min

-825-



ドゥラ(bsDusgrwa)書 の 系 譜(小 野 田) (201)

(g) rjes su 'gro ldog (h) rgyu dang 'bras bu (i) snga bcan bar bcan

phyi bcan (j) mtshan mtshon (k) rtags mang gsal mang (1) dgag

pa phar tshul (m) dngos 'gal rgyud 'gal (n) khyab mnyam (o) yin

gyur min gyur (p) yin log min log (q) yod rtogs med rtogs (r) rtag

rtogs dngos rtogs

さて, このチ ャパ流の仏教学を強烈に批判 したのがサキ ャ派 の学僧 サキ ャパ ソ

ディタ ・クソガーギ ェル ツェソSa skya papi ta Kun dga'rgyal mtshan(1182-

1251)で あ った。 彼 は"Tshad ma rigs pa'i gter"(以 下 『リクテル』)及 びその 自

註を著 し, そ の中でチ ャパ流の考えの幾 つか を取 り上 げてそれ らが如何 にイ ソ ド

原典 の真意 と異 なってい るかを批判 して見せたのである3)。

サ キ ャパ ンデ ィタの批判 は多 くの場合, イ ソ ド的発想か らす れぽ妥当な ものと

言わね ばな らない。 チ ャパが座主を勤めていたサ ソプ僧院で も徐 々にサキ ャパ ソ

デ ィタ流 の仏教学が隆盛 してい くようになる。 然 しなが ら一 方で, チ ャパが行お

うとした初学者 の為 の思考力 の養成 とい う目的か らすれば,「 ドゥラ」の学習が

依然 として極 めて有効 である ことは僧院教育 の中で は定着 していた よ うで, そ の

後, ゲ ル ク ・サキ ャ両派が共に依用 し重視 した 『ラ トゥー ドゥラ』"Ra bstod

bsdus grwa"と 呼 ばれ る書物4)が, サ ソプ僧院の一学堂であ るラワ トゥーRa ba

bstod学 堂 の学堂長であ ったチ ョクラ ・ウセ ルPhyogs la'od zer(1429-1500)

に よ って著述 され る ことになる。 この書 はチ ャパの 「ドゥラ」 に準拠 しつつサキ

ャパ ソデ ィタの批判 を も総合 して著 された ものであ る。

『ラ トゥー ドゥラ』 の課題名 は以下 の ように なってい る。 同 書 で は, 後 世 の

ドゥラ書 のい ぐつかが採 るよ うにすでに 「chung初 級 」『'bring中 級 」「chen上

級 」 の三 部構成 の形 にな っている。

(a) kha dog (b) gzhi grub (C) ldog pa ngos 'dzin (d) yin log min log

(e) yin gyur min gyur (f) rgyu 'bras chung ha (g) spyi bye brag

(h)rdzas ld09(以 上 初 級)

(i) 'gal 'brel (j) yod rtogs med rtogs (k) bar shun (1) mtshan mtshan.

the ba (m) rgyu 'dras the ba (n) rjes 'gro. ldog khyab (o) dgag bshags

sgr・ub bshags(以 上 中級)

(p) drug sgra (q) bsdus tshan kun la mkho ba khas blangs song tshul

(r) dgag gzhi dris 'phangs (S) that 'gyur (t) gzhan sel (u) sel 'jug

sgrub 'jug (V)yul yul can (W)mtshon sbyor (X)rtags sbyor(以 上
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上級)

チ ョクラ ・ウセル とほぼ時を同 じくして活躍 したサキ ャ派 の二大学問僧 コラム

パ ・ソナムセ ンゲGo rams pa bsod nams seng ge(1429-1489)そ し て, シ ャ ー

キ ャチ ョクデ ンSakya mchg ldan(1428-1507)の 両者 は共 にサキ ャパ ソディタ

の 『リクテル』に長大な注釈書を著 しているが, 両 者の意見 は細部では微 妙に異

な り 『リクテル』の伝承が一様 でなか った ことを推察 させ る5)。 更 に, 両 者 は ゲ

ルク派の派祖 とされ る ツォソカバ・ロサ ソタクペ ーペルTsng kha pa Blo bzang

grags pa'i dpal(1357-1419)の 意見 には批判 的であ った ことが知 られ るが, そ の

ツォ ソカバ 自身は学問的基盤 の殆 どを レソダー ワRe mda'ba(1349-1412)等 の

サキ ャ派の教学か ら受けているのである。

ツォ ソカバの弟子の筆頭の一 人に数 え られ るギ ェル ツァプ ・タルマ リソチ ェソ

rGyal tshab Dar ma rin chen(1364-1432)は サ キ ャパ ンデ ィタの 『リクテル』

に対す る注釈書を著 した と伝え られるが, そ の書は現存 しない。 二 大弟子 の他 の

一人 ケー トゥプ ・ゲ レクペ ルサ ソポmKhas grub dge legs dpal bzang p0(1385-

1438)に は チ ャパ作の ドゥラ書 と同 じ略題 を もつ"Tshad ma sde bdun gyi rgyan

yid kyi mull sel"と 題す る因明書 があ り, そ の内容の一 部には明 らかにサキ ャ

パ ソデ ィタが批判 の対象 とした チ ャパ流 の因 明学の影響 も見 られ るのである。 両

者の因明学 が基 本的にはサ ソプ僧院 での修行時代 に形作 られた ことを注意 してお

かねばな らないであろ う。草創期 の ゲル ク派学問寺 とサ ソプ僧院 との人的交流は

極めて深 い繋が りがあ った と思われ, ラサ周辺 のゲル ク派三大学問寺の履修課程

が整備 される よ うにな った後 も永 く, 因 明の基礎を教 える初等教育では先述のチ

ョクラ ・ウセルに よる 『ラ トゥー ドゥラ』が主 として依用 され ていた。

サ ンプ僧院の ラ トゥー学堂 ではチ ョクラ ・ウセルか ら数 えて14代 後に学堂長を

勤めたセル ガソバ ・ダムチ ューナ ムギ ェルgSer khang Pa Dam chos rnam

rgyalが ガ ワソ ・テ ィ ンレール ソ トゥプNgag dbang 'phrin las lhun grub

(1622-1699)の 求 めに応 じて ドゥラ書を 口述 した。 これ が"bTsan po bsdus grwa

(ツ ェソポ ドゥラ)"と 後に略称 され る ものである6)。 『ッェンポ ドゥラ』 のツェソ

ポ とは ガワソ ・テ ィソレール ソ トゥプの尊称 であ ったbTsan po no mon han

に 由来 してい る。 また この ガワソ ・テ ィン レール ソ トゥプこそが ジ ャムヤ ンシェ

ーパ'Jam dbyangs bshad pa(1648-1772)の 師 であ って, 彼 にサ ソプ僧院 にチャ

パ以来伝わ る ドゥラの学 習を伝授 した人物 なのであ る7)。 『ツェソポ ドゥラ』(ロ

ン ドルラマの伝えるところによる)の 課題名は以下の とお り。

-823-



ドゥラ(bsDusgrwa)書 の系 譜(小 野 田) (203)

(a) kha dog dkar dmar (b) gzhi grub (c) idog pa ngo s 'dzin (d) yin

log min log (e) yin gyur min gyur (f) rgyu 'bras chung ba (g) spyi

bye brag (h) rdzas idog (i) 'gal 'brel (j) yod rtogs med rtogs  (k)

bar shun mtshan mtshon (1) rgyu 'bras 'khor lo ma

(m) rjes 'gro idog khyab (n) dgag gshag sgrub gshag (0) drug sgra rtsi

tshul (p) bsdus tshan kun la mkho ba khas blangs song tshul (q) dgag

gzhi rtsi tshul (q) dris 'phangs

(r) thai 'gyur (s) gzhan sel (t) sel Jug sgrub 'jug (u) yul yul can

(v) mtshon sbyor rtags sbyor

前述の書の略称にもあるガワソ・ティソレー自身がどれだけの ドウラ書を著し

たかは明らかではないが, 六課題を もつ次の小作品の現存は確認されている。(a)

khyab mtha' (b) yin log min log (c) rgyu 'bras (d) mtshan mtshon (e)

spyi bye brag(f)rdzas ldo98)こ の六つ の課題名 と全 く同じ六課題を もつ 作 品

はジャムヤ ソシェーパの全書の中に もみ られ, 両 者の ドゥラ書 に関す る子弟 関係

を類推 させ る9)。

ジ ャムヤ ソシェーパ は大小五つ の ドゥラ書をその全書の中に残 している。 その

中の一つ 〔A〕 は前述 の ものであるが, 他 の四種の ドゥラ書の課題名を以下に列

挙 してみ よう。

CBJ (a) kha dog dkar dmar (b) yod rtogs med rtogs (C) yin log min log

(d) rgyu 'bras chung ngu 'khor lo ma (e) yul yul can (f) ldog pa ngos
'dzin (g) gcig tha dad (h) spyi dang bye brag (i) thal 'gyur chung ba

CC) (a) dus gsum (b) spyi mtshan dang rang mtshan (c) dgag sgrub

(d) gzhan sel (e) sel 'jug dang sgrub 'jug (f) brjod byed kyi sgra

CDR (a) rtags rigs blo rigs (b) mtshon mtshan the ba (c) that 'gyur

the ba (d) dgags gzhi sgrub grags (e) rnam mkhyen sgrub grags

(f) mtshon bya 'khor lo (g) mchog chos 'khor lo

CEJ (a) rdzas ldog (b) 'gal 'brel (c) spyi bye brag (d) mtshan mtshon

(e) rgyu 'bras (f) yod med rtogs (g) yin min log (h) rdze s ' gro ldog

(i) dgag gzhi rtsi tshul (j) snga phyi btsan (h) skor 'begs

ゲル ク派 学問寺では後代学堂系列が整備 され るにつれ て学堂独 自の ドゥラ書 も

著 され る よ うになる。 デプ ソ僧院 の ロセル リソ(Blo gsal gling)学 堂 で はパ ソチ

ェ ソ ・スナ ムタクパPan chen bSod nams grags pa(1478-1554)の 『ドゥラ』
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が 使用 され, ゴマ ソ(sGo mang)学 堂 では前述の ジャムヤ ソシェーパに よる 『ド

ゥラ』や, そ の弟子 であった ガ ワソタシNgag dbangbkshisの 『ドゥラ』

が使用 された と伝 え られる。 ガワンタシの もの は後 に特 に有 名 にな り, "Khri

rgan tshang gi bsdus grwa"と 称 され 『ラ トゥー ドゥラ』や 『ッェソポ ドゥラ』

と並んで広 く利用 される よ うになる10)。

近世 にな って多 くの ドゥラ書が著述 され てきたが, そ の中で も高名なのはセ ラ

僧院チ ェーパ(Byas pa)学 堂 の プルチ ョク ・ジ ャ ムパ ツル テ ィ ム Phur lcog

byams pa tshulkhrims(1825-1901)の"Rigs lam'phrul gyi lde mig"で あ る。

著者の ジャムパ ツルテ ィムは ダライ ラマ13世 の個人教師(ヨ ンジン)を 勤 めてい

たため この書 は 『ヨソジ ン ドゥラ (Yongs'dzin bsdus ga)』 と呼 ばれ, また或

いは名 前を とって 『プルチ ョク ドゥラ』 と略称 され ても現在最 も広 く利用 されて

い る ドゥラ書である11)。

以 下に参 考 までに 『ガ ワソタ シ ・ドゥラ』及 び 『ヨソジ ン ドゥラ』 の課題名を

列記 してお こ う。

ガワソタシの 『ドゥラ』

(a) dbyibs dang kha dog (b) yod rtogs med rtogs (C) yin log min log

(d) Idog pa ngos 'dzin (e) gcig dang tha dad (f) rgyu 'bras chung ngu

(g) yul Bang yul can (h) spyi dang bye brag (i) 'gal 'brel (j) mtshan

mtshon (k) cha pa'i lugs kyi rdzas ldog (1) rang lugs kyi rdzas ldog

(i) khyab mtha' 'god tshul (n) khyab pa sgo brgyad (0) khas len song

tshul (p) drug sgra (q) that 'gyur chung ngu (q) dus gsum (r)

rang mtshan dang spyi mtshan (S) set 'jug Bang sgrub 'jug (t) rigs

brjod dang tshogs brjod (u) dgag sgrub (V) gzhan sel (VV) 'gal 'brel

the ha (x) thal 'gyur the ba (y) rgyu 'bras the ba

『ヨ ソ ジ ソ ド ゥ ラ 』

(a) kha dog dkar dmar (b) gzhi grub (C) ldog pa ngos 'dzin (d) Yin'

log min log (e) rgyu 'bras chung) ngu (f) spyi dang bye brag (g)

rdzas ldo(以 上 初 級)

(h) 'gal 'brel (1) yod rtogs med rtogs (k) mthan mtshon (1) rgyu
'bras che ba (m)rjes 'gro ldog khyab (h)dgag gshag sgrub gshag(以

上 中 級)

(0) thal 'gyur chung ba (p) thal 'gyur dhe ba (q) gzhan sel dgag sgrub
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(q)sel 'jug sgrub'lug(以 上 上 級)

本稿はか うての拙稿 「bsDus-gr耐aめ 学習にづいて」(印 仏研第二十七巻第一号)を

補正し一部訂正を加えたものである。尚, 本稿の一部は第2回 日中仏教 学術交流会議

(1988年10月6～7日, 北京)で の発表要旨と同内容である。

(1)サ ンプ僧院と初期のゲル ク派学問寺との人的交流については拙稿 「チベットの学問

寺」岩波講座 『東洋思想』第11巻(近 刊)所 収, を参照されたい。 またサンプ僧院

の座主の名列については拙稿"The Chronology of The Abbatial Successions of
F

gSang Phu sNe'u th0 Vlonastery", ZKS近 刊所収予定を, そ してサ プ僧院所

属のゲルク派系諸学堂の学堂長の系譜については拙稿"The Abbatial Successions

of the colleges at gSang phu sNe'u thog Monastery", Proceedings of Scoma
de Koros Symposiuyn(1987年 発 表 分)所 収 予 定 を参 照 さ れ た い。

(2)ロ ン ドル ラ マ全 書 の 諸 版 間 に 異 同 の あ る こ とが 最近 ハ ンガ リー の学 者 に よ っ て発 見

され た。Zoltan Horvath, 注 記(3)のvan der Kuipの 研 究 書 に対 す るBook Review,

Indo Iranian/ournal, Vo1. 30, No. 4, P. 320, note 8参 照。 本 稿 もそ の成 果 に よ っ

て い る。

(3)L. W. J. van der Kuipの 諸 研究 に こ の点 の言 及 が多 い。van der Kuip, Contri-

butions to the Development of Tibetan Buddhist Epistemology, Wiesbaden,

1983. 等 参 照。

(4)mChog 1ha或 い はPhyogs las… と綴 る場 合 も あ る。'Jam dbyangs lha'od zer,

Rwa Stod Bsdus Grwa, Library of Tibetan Works & Archives, Dharamsala,

1980. 正 式 タ イ トル は"Tshad ma rnam'grel gyi bsdus gzhung zhes bya'i sgo

'byed rgol ngan glang po 'joms pa gdong inga'i god rgyangs rgyu rig lde

mig"

(5)拙 稿 「チャパ=チ ューキセソゲによるプラサ ソガの分類」山口瑞鳳編 『チベットの

仏教 と社会』春秋社, 昭和61年, P. 353以 下, 及びその英語版Shunzo Onoda, Phya

pa Chos kyi seng ge's Classifications of Thal 'gyur, Berliner Indologzsche

Studien, Band 2, P. 76以 下 を参 照 され た い。

(6) Vostrikov, Some corrections and critical remarks on Dr. Johan Manen's
Contribution to the Bibliography of Tibet, Bulletin for the School of Oriental
Studies, Vo1. 8.;こ の 記 事 の sourceはKlong rdor bla ma Ngag dbang blo

bzang, Tshad ma rnam 'grel sogs gtan tshig rig pa las byung ba'i ming gi

grangs, Satapitaka Series, Vo1. 100. の 記 述 に よ っ て い る。

(7) Gene Smith, University of Washington Tibetan Catalogue, University of
Washington, Seattle, 1969, p. 70-71参 照。

(8)同 カ タ ロ グ8)No. 317.

(9) 'Jam dbyangs bzhad pa'i rdo rje, (A) Kha dog dkar dmar, [B] bsDus grwa'i
rnam bzhag legs par bshad pa, (C) Kun mkhyen 'jam dbyangs bzhad pas mdzad

pa'i thal 'gyur the ba'i rnam bzhag mdor bsdus, D. S. M. G. Series Vol. 41. (D)
bsDus chen gyi rnam bzhag rigs lam gser gyi sgo 'byed lung dang rigs pa'i gan
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mdzod blo gsal yid kyi mun skal ldan dad pa'i 'jug ngogs, CEO bsDus sbyor

gyi snying po kun bsdus rig pa'i mdzod rtsa tshig, 以 上VoI. 54.

(10) Ngag dbang bkra shis, Tshad ma'i dgongs 'grel gyi bstan bcos chen po rnam-
'grel gyi don gcig to dril ba blo rab 'bring tha gsum du ston pa legs bshad.

chen po mkhas pa'i mul rgyan skal bzang re ba kun skong, 『因 明学 概 要 及 其

注 釈 』, 北 京, 1985.

(1]) Yongs 'dzin rdo rje 'chang, Tshad ma'i gzhung don 'byed pa'i bsdus grwa'ii
rnam bzhag rigs lam 'phrul gyi lde mig, Tshulkrim Kelsang & Shunzo Onoda
ed., Textbooks of Se-ra Monastery, Biblia Tibetica 1, Kyoto, 1985.
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